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プログラム採択事例

WAKUの基本情報

会社紹介

共同研究

基本情報

・本社・研究拠点 ：岡山県岡山市

・研究農園 ：岡山県高梁市

・東京拠点 ：東京都港区

・従業員数 ：16名（うち業務委託 4名）

・資本金 ：1,000万円 農水省みどり法基盤確立

認定事業者採択

豊橋アグリテック

コンテスト優秀賞受賞

24年度  JAアクセラ

優秀賞受賞

総額2.5億円

・主要株主

　　ANOBAKA

　　慶應イノベーションイニシアティブ

　　朝日メディアラボベンチャーズ

　　ちゅうぎんキャピタルパートナーズ

　　AgVenture Lab　 他

資金調達



酸化型グルタチオン（ GSSG）

還元型グルタチオン（ GSH）

物質としてのグルタチオン

グルタチオンとは

3つのアミノ酸（グルタミン酸、システイン、グリシン）から成るトリペプチド



グルタチオンが光合成を行う酵素を活性化します

さらに詳しく …

還元型グルタチオン（ GSH）は硝酸輸送体（ NRT1.1, NRT2.1）やリ

ン酸・鉄輸送体の発現を高め、栄養イオンの取り込みを効率化し

ます。

グルタチオンが栄養吸収・輸送を効率化します

グルタチオンの効果

グルタチオンとは

光 合 成 促 進

ス ト レ ス 耐 性

根 張 り 促 進

肥 料 吸 収 向 上

さらに詳しく …

光合成回路であるカルビン回路の酵素アルドラーゼ（ FBA）が、還

元型グルタチオン（ GSH）との結合により活性化されます。

さらに詳しく …

GSH/GSSG比（還元型と酸化型のバランス）が変化することで、オーキシ

ン（成長ホルモン）の輸送や応答性に影響を与え、側根の発生・伸長に

大きな影響を及ぼします。

グルタチオンが成長ホルモンに作用し、成長を促進します

さらに詳しく …

ストレスによって発生した ROS（活性酸素）は細胞に深刻な損傷を与えま

すが、アスコルビン酸 −グルタチオンサイクルを通じて、 H₂O₂などの ROS

を無毒化します。

グルタチオンが暑さや寒さなどのストレスを軽減します

グルタチオンの主な効果として、以下の４つが挙げられます



実証概要

令和7年度NETSUGEN実証事業において、共同事業体の多大な協力の下、群馬県
において、グルタチオン含有肥料の実用可能性を確認すべく実証を行なった。

試験名 実施主体 対象 目的

こんにゃく×グルタチオン① こんにゃく特産研究センター こんにゃく（品種：みやままさり／1年生

・2年生の年生別評価） 
光合成を促進するグルタチオンの施用がこん

にゃくの生育、収量、品質に与える影響を調

査する

こんにゃく×グルタチオン② 渋川地域農業課 こんにゃく（品種：みやままさり／2年生

種芋） 
減肥下でも、グルタチオン施用で収量・栽培

安定性を維持できるかを実証

ブルーベリー挿し木苗×グルタチ

オン

中山間地園芸研究センター ブルーベリー挿し木苗（「おおつぶ星」

「№234」「№342」：いずれも1年生） 
産地課題に対し、有望系統「№234」の普及

性向上のため、挿し木苗の生育・発根＝増殖

効率へのグルタチオン施用効果を評価



こんにゃく特産研究センター：試験概要

こんにゃく



こんにゃく特産研究センター：試験概要

試験区配置図 空撮画像

こんにゃく



こんにゃく特産研究センター：気象条件

本年は出芽期から肥大期にかけて高温・少雨が続いた厳しい気象条件下にあり、球茎肥大が大き
く遅延するなど、生育・収量評価において気象要因の影響が支配的であった。

● 5月：平均16.5℃（平年並）、降水155mm（平年比144%）で多雨

● 6月：平均22.6℃（平年差＋2.2℃）と高温、降水140mm（平年比86%）で概ね

平年並。梅雨入り5/22頃（平年より16日早い）～梅雨明け6/28頃（22日早い）

で、梅雨期は少雨・夕立型中心

● 出芽・開葉期（6月第6半旬～7月第1半旬）：高温が続き、1年生で高温障害

由来とみられる出芽不良を一部確認

● 7～9月：記録的高温（7月＋2.4℃、8月＋2.1℃、9月＋2.2℃）かつ7月少雨

（平年比61%）。高温・干ばつで球茎肥大が大幅に遅延

● 10月：気温は平年並に戻るも、盛夏期の肥大遅れは十分に回復せず

令和７年　半旬別降水量の推移

こんにゃく



こんにゃく特産研究センター：初期調査結果

1年生・2年生ともに処理区間で出芽率に顕著な差は認められず、葉焼け等の薬害症状も特に確
認されなかった

● コンニャクの出芽は6月下旬から始まり、7月上旬にかけて増加

● グルタチオン施用による薬害が生じた場合、出芽数の減少や小葉の葉焼けが

想定されるため、出芽調査と併せて薬害の有無を観察・評価

● その結果、1年生・2年生ともに処理区間で出芽率に顕著な差は認められず、

葉焼け等の薬害症状も確認されなかった。

● 一方、2年生の一部区では数株の出芽不良や芽腐れが見られたが、これは植付

け時の種いもにおける腐敗病感染が原因と考えられた。

こんにゃく



こんにゃく特産研究センター：途中経過

7月下旬に2年生の一部試験区で根腐病が確認され、 8月中は進展が緩やかであったが、 9月に入
ると倒伏株が増加する傾向が認められた。

２年生の試験区に発生した根腐病 作況調査・試験区のドローン空撮画像（ 7/3） 作況調査・試験区のドローン空撮画像（ 9/22）

こんにゃく



こんにゃく特産研究センター：中間試験結果

9/1,11日の中間調査においては、グルタチオン処理による発根促進および球茎肥大効果は確認さ
れなかった。

● グルタチオン処理による発根促進および球茎肥大効果を確認する目的で、9月1日にコンニャク作況調査と併せて掘取り調査を実施した。
● 掘取り調査の結果、1年生・2年生ともに、グルタチオン処理区より無処理区の方が根数がやや多く、球茎重も無処理区がやや重い傾向を示した。
● 9月10日に実施した地上部生育調査では、1年生・2年生ともに、グルタチオン処理・基肥5kgN区で、葉柄長・葉身長・葉色値が劣ることが確認され

た。
● 一方、グルタチオン処理・基肥10kgN区と無処理・基肥10kgN区（慣行区）の間では、各調査項目において大きな差は認められなかった。

こんにゃく



こんにゃく特産研究センター：試験結果・考察

本年のような高温・少雨による作柄不良条件下では、窒素を 50％減らすと収量低下が顕著となり、
かつグルタチオン施用による生育・収量の明確な改善効果は確認できなかった。

１年生グルタチオン処理区の収穫調査結果（ 11/4調査）

２年生グルタチオン処理区の収穫調査結果（ 11/4調査）

● 11月4日の収穫調査では、1年生・2年生ともに、グルタチオン処理・基肥 5kgN区（50％減肥区）

は、他の2処理区と比べて球茎肥大倍率および球茎収量が低下 した。

● グルタチオン処理・基肥 10kgN区と**無処理・基肥10kgN区（慣行区）**の比較では、

○ 1年生は慣行区が肥大倍率・収量ともにわずかに上回り 、

○ 2年生では両区の肥大倍率および収量はほぼ同等 であった（表4、表5）。

● 以上より、本年の試験条件および気象環境下 では、グルタチオン施用による明確な生育・収量

向上効果は認められなかった 。

● 本年は、7月の少雨に加え、6～9月の記録的高温が継続する厳しい気象条件であった。

● この影響により、土壌中での肥料成分の溶出および作物による養分吸収が抑制 され、球茎収量

は平年比20～30％程度減少する作柄不良年となった。

● このような高温・少雨条件下では、グルタチオン施用による生理的効果が十分に発揮されなかっ

た可能性が高い。

● また、コンニャクは施肥反応が鈍い作物 であることから、本試験の施用量では代謝促進応答を

十分に引き出せなかった可能性 が示唆された。

● 以上より、単年度試験のみで施用効果を評価することには限界がある と考えられた。

こんにゃく



渋川地域農業課：試験概要

試験区構成 栽培概況

出芽・開葉期

こんにゃく



渋川地域農業課：途中経過

2025年7月24日時点 2025年9月3日時点

7月24日時点では区ごとの見た目の差はほとんど確認できなかったが、 9月3日頃になると対照区
で腐敗病とみられる症状が出始めた

こんにゃく



渋川地域農業課：中間調査結果

こんにゃく



渋川地域農業課：途中経過

2025年9月26日時点 2025年10月12日時点

9月26日には傷みや倒伏が最も大きく見える状態に。各区で倒伏が発生していることから、種芋由
来で病害が持ち込まれた可能性が考えられる

こんにゃく



渋川地域農業課：掘り取り調査結果

夏季の乾燥・水分不足や腐敗病の発生等の環境ストレスが大きく、収量は全体的に伸び悩み、明
確なグルタチオン由来の増収効果は判別できなかった。

こんにゃく



渋川地域農業課：最終収穫結果・考察

最終収穫では、試験区2が、慣行施肥の対照区と同等の収量に。明確な増収効果は確認できな
かったが、少なくとも本試験条件下では、減肥による減収は見られなかった。

こんにゃく



中山間地園芸研究センター：試験概要

ブルーベリー



中山間地園芸研究センター：途中経過

植穴処理区について、枯死・生育不良が大量発生。グルタチオン肥料の大部分を占める粘土成分
による通気性低下と局所的な土壌環境悪化が原因と推察される。

ブルーベリー



中山間地園芸研究センター：試験結果

「おおつぶ星」の①無処理区（表層施肥）と④表層施肥区では、④区が優れる傾向であったが有意
差はなく、それ以外の全ての処理区で、無処理区がグルタチオン施用区と同等か上回った

品種 処理区 供試鉢数 新梢伸長量 (cm) 活着率 (%) 根量指数

おおつぶ星
①無処理区（表層施肥） 72 8.6 50 0.8

④表層施肥区 72 15.3 69.4 1.2

有意性 - n.s. - n.s.

②無処理区（液肥） 72 16.7 72.2 1.8

⑤液肥区 72 15.9 65.3 1.2

有意性 - n.s. - n.s.

No.234 ①無処理区（表層施肥） 72 14.7 84.7 1.3

④表層施肥区 72 13.2 59.7 0.8

有意性 - n.s. - n.s.

②無処理区（液肥） 72 11 76.4 1

⑤液肥区 72 8.9 51.4 0.7

有意性 - n.s. - n.s.

No.342 ⑥無処理区（表層施肥） 26 38.4 96.2 2

⑦表層施肥区 24 35.1 91.7 1.7

ブルーベリー



中山間地園芸研究センター：考察

グルタチオン施用区では生育期間を通じて pHが上昇し、その結果、好酸性を好むブルーベリーの
生育環境に適さなくなった可能性がある。そのため、生育や発根への明確な促進効果は限定的と
なった。

ブルーベリー



渋川生産者様：考察

渋川のネギ試験では、生産者から軟白部の仕上がりや生育に対する効果実感の声があった。一
方で、現時点では科学的に効果を断定できる試験設計ではないため、継続的な検証と解析が必要
である。

ねぎ

WAKUFUL区
348g/本　+6%

対照区
329g/本

ネギ作物名

施用時期

施用方法

効果

定性評価

定植前（ 5月）　1回

定植直前に粒剤を散布

重量増、根張り 改善、2L率向上、軟白部伸長

圃場で見ている限りは効果がないように見えたが、抜き取り調査をして確認

すると収量や根張りに効果が出ていることがわかりました。

軟白部も長くなっており、秀品率にも期待できます。

WAKUFUL区
2L率 43%　+23%

対照区
2L率　20%



総括・今後の展望

本事業の総括 今後の展望

こんにゃくおよびブルーベリーにおいては、記録的高温・少雨や病害発生な
ど、強い環境ストレス条件下での試験となり、単年度試験の結果としては、グ
ルタチオン施用による明確な増収・生育促進効果を統計的に示すデータは得
られなかった。

一方で、

● こんにゃく減肥区において、慣行施肥区と同等収量が得られた事例

● ネギ圃場において、軟白部伸長・2L率向上など生産者が効果を実感
した事例

など、栽培安定性や品質面での可能性を示唆する結果も確認された。

本試験により、作物特性・施用条件・気象環境に応じた設計の重要性が明
確になった。

露地野菜での試験拡大

● ネギなど実需および品質評価が明確な露地野菜での試験事例を増
やす

● 単年度・単圃場に依存しない再現性検証を実施

施用設計の最適化

● 作物特性に応じた施用量・施用時期の再設計
● 減肥・環境ストレス耐性との組み合わせ検証

試験設計の高度化

● 統計的有意性を担保できる区割り・反復設計
● 生理指標（光合成能・SPAD値・根量など）の定量的解析強化

「増収」だけでなく「安定性」への価値転換

● 高温・乾燥など異常気象下での収量維持効果
● 品質向上・規格率向上による付加価値創出


